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2025年6月16日

2024年4月～2025年3月

22.2%  ※国内家庭用数量ベース

＜評価＞
減塩タイプしょうゆの自体の数量は伸びたが、他のしょうゆの伸びもあり
構成比が下がった。
＜課題＞
コロナの終息以降、徐々に健康意識の低下が見られる。また健康課題も多
岐にわたる。直近では塩分への意識が減る傾向にあったという仮説をもっ
ている。

2027年度までに売上構成比30%を目標とする。
商品開発、広告活動、啓発活動を今まで以上に強化して目標達成を目指
す。
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